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日本のバドミントンは何時どのように渡来したか諸説あるが、大正末期に

は競技として横浜に現存していた。その後横浜YMCAなどが中心となりさ

かんとなり、戦時中中断されていたが昭和21年に再開された、日本バドミン

トン協会は昭和21年1 1月2日に創立され、本年50周年を迎えた。

日頃、バドミントンに精進している会員の皆さんはもちろんのこと、運営

の仕事に係わっている私達は、目前の聿柄や事業の実施推進に全力を注いで

いて、ともすれば今までの道程や史実を振り返ることがやや希薄になりつつ

有るかも知れません。

この節目に臨むにあたり、バドミントンの指導・育成。普及に当たられて

いる関係者の皆さんと共に、日本バドミントン協会の50周年を祝福し、これ

からの発展を祈念したいと思います。

去る、 6月29日関係者多数ご出席のもと創立50周年の記念祝賀会を開催い

たしました、そして記念誌を発刊すべく編集制作を進めてきました。限られ

た体制と期間のなかでまとめられたささやかな冊子であり、必ずしも完壁な

内容とは申せませんが、先々の記録の土台として評価いただければ幸いです。

終わりに、この記念誌を刊行するにあたりご協力いただいた全国の方々に

厚くお礼申し上げます。

また本言の編集に携わった方々の労に深く感謝いたします。

は
じ
め
に

吉日平成9年2月

財団法人日本バドミントン協会

村山幸 雄專務理事
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財団法人日本バドミントン協会は、平成8年1 1月、創立50周年を迎えるこ

とが出来ました。おかげさまで、 14万人の会員、また、 47都道府県協会及び、

実業団連盟、教職員連盟、全日本学生連盟、全国高体連、日本家庭婦人連盟

の加盟団体を有し、我が国におけるバドミントン界を統括する団体として発

展しております。これもひとえに、会員各位はもとより、関係諸団体の皆様

の温かいご支援とご協力の賜であり、心よりお礼申し上げます。

さて、皆様すでにご存じのとおり、本会は昭和21年1 1月2日を協会創立日

としております。当時はラケット、シャトルが満足に入手できず大変苦労し

たと聞いております。昭和57年公益法人の認可を受けた財団法人として現在

に至っております。この間には第4回ユーバー杯で初出場、初優勝し連続3

回を防衛し合計5回の優勝、また、第7回トマス杯で3位入賞、第67回全英

選手権女子単で湯木が4度目の優勝をしております。

国内においては国際競技大会・ワールドカップがジャパンオープンと名称

を変え、本年で16回大会となり賞金総額17万ドルとなっています。

バドミントン競技もオリンピック種目となり、ソウルの公開競技では女子

単で北田が銀メダルを、バルセロナでは男子複で松野／松浦組が5位入賞、

アトランタでは入賞は出来なかったが選手団を10名派遣しております。競技

力の低下が叫ばれている今日、選手強化の一層の充実を計りながら本会の発

展に向かって決意し、厳しい環境の中ではありますが、皆様のご協力をお願

いいたします。

創立50周年を新たな機に、より一層、バドミントン競技の発展の為に明る

い未来を切り開いてゆくよう全力を尽くしてまいります。関係各位のより倍

|日のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

ご
あ
い
さ
つ

平成9年2月吉日

財団法人日本バドミントン協会

簔長才そ呵永雄
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財団法人日本バドミントン協会歴代三役

会長
第5代 川端昇市（東京都）

昭和44年1月20日

～同48年2月18日

当初役職昭和29年4月常務理事就任

第1代 故白山源三郎

昭和22年～同23年4月30B

就任時関東学院院長

､
－－ J

全

q

、

第6代 小宮淳宏（神奈川県）

昭和48年2月19日

～同52年2月6日

当初役職昭和29年9月常務理事就任

第2代 故山田文雄

昭和23年5月1日

～同31年10月27B

就任時東京都副知事

p

ク

ワ金

第7代 故小口政雄（東京都）
昭和52年2月7日

～同56年7月12日

咽
第3代 故本田弘敏

昭和31年10月28日

～同56年10月18B

就任時東京ガス株式会社社長

■

」

雫

管
〆 第4代 桜内義雄

昭和56年1 1月1日就任

衆議院議員

専務理事

第8代 小飼栄一（北海道）

昭和56年7月19日

～平成3年4月13日

当初役職昭和34年5月理事就任』

理事長
、-＝＝で■寺1■dﾛｰｰ ｰ -.-

第9代 今北基夫（東京都）

平成3年4月14日

～同5年3月31日

当初役職昭和54年3月理事就任

第1代 宮沢宏之（東京都）

昭和21年度～同22年度

角

釦
討
，
Ｌ

'
『

１
１

、

第10代村山幸雄（東京都）

平成5年4月1日就任

当初役職昭和28年6月常務理事就任

第2代 故角田賢三（東京都）

昭和23年度～31年度

､

第3代 伊沢三郎（神奈川県）

昭和32年4月

～同36年1月

当初役職昭和22年4月常務理事就任

事務局長

村山幸雄（東京都）

永尾シズノ（干葉県）

瀬'司式（患獅）

代
代

１
２
黒
一

第
第
。

‐

－

可 一

第4代 故森友徳兵衛（東京都）

昭和36年1月

～同44年1月19日

当初役職昭和34年4月監事就任

注：昭和57年4月1日、法人格取得に伴い、理事長を専務理事と改称。
、

' 観
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1946年～1954年

昭和20年代
協会創立の昭和21年以前のバドミントンが、競技

として根づいたのは昭和12年の秋頃にその端を発し

ている。

当時、橦浜YMCAの体育主事広田兼敏氏が柱と

なり横浜→神奈川に広め、同氏の講習・指導の熱意

が大阪YMCA体育主事松葉徳三郎氏、神戸YMC

A体育主宰石渡俊一氏を動かすところとなり、対抗

試合等を交えながら夫々の地域での競技の普及に努

められるのだが、第2次大戦を迎えるところとなり、

全てが中断する。

戦後、横浜の根の動きと共に、東京では上海での

バドミントンプレイヤー宮沢宏之氏がいち早く同様

の経験帰国者と共に競技の輪を広げ、東京YMCA

体育主事柳田亨氏、安村正和氏或いは慶大、明大、

立大の学生諸氏と相俟って東京バドミントンクラブ

(S21 .9｡ 1)を誕生させ、神奈川県協会(S15.5. 15)

と交流を計りつつ、関西方面の状況をも鑑み、全国

化への気運を確知して冒頭の日本バドミントン協会

を創立する事になるのである。

昭和20年代の競技界をリードしたのは学生（大

学)、社会人(実業団）であり、その底辺に高校(生）

が育まれていったのであるが、実は、この構図が、

わが国のバドミントンを欧米型のクラブスポーツと

してではなく、学校体育（スポーツ）として発展さ

せてゆくのである。

戦後直ぐと云う全ての分野において混迷する中を、

知られざるスポーツバドミントンが多くの理解と支

援を得るには全く至難な状態であったにも拘わらず、

開拓の諸氏が敢然と懸命の努力と'|胄勢を傾けられ、

発展の基盤となる全日本選手権大会を着々と結実さ

せていった。

即ち、国体(第5回名古屋）の正式種目参加、全日

本選手権大会、全日本学生。大学選手権大会、全国

高校選手権大会、全日本実業団選手権大会がそうで

ある。そして異例の早さで日本体育協会への加盟

(S24.11.23)を実現するのである。

正に草創の走りであった。
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1946年（昭和21年）

●日本バドミントン協会創立

昭和21年1 1月2日を創立日とし、下の通り

初代理事長宮沢宏之氏就任S21.11.2

会長未定

副会長未定

理事長宮沢宏之（東京）

理事田中荘三郎（北海道）

今村正雄（東京）

清水太郎（東京）

仲地幹雄（東京）

池田 鮮（東京）

広田兼敏（橦浜）

兵藤昌彦（横浜）

川崎策実（大阪）

松葉徳三郎（大阪）

ハ幡満月半（大阪）

石渡俊一（神戸）

山本孝二（神戸）

顧問平沼完三（橦浜）

下の通り役員を定める。

協会仮事務所

東京都世田谷区下馬町3-40 （宮沢気付）

-12-
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1947年（昭和22年）

●初代会長白山源三郎氏就任S22

●初代副会長白石兼作氏就任 S22

●支部協会の創立

神奈川県バドミントン協会S15. 5 .S15. 5 .
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東京都バドミントン協会
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1948年（昭和23年）

●第1回全日本選手権大会開催

●第2代会長山田文雄氏就任S23.5

第2代理事長角田寅三氏就任S23.4

●第1回トマス杯開催年（英国グラスゴー）

●支部協会の創立

福岡県バドミントン協会S23. 1 .20

石川県バドミントン協会S23. 1 .31

愛知県バドミントン協会S23. 2 . 1 1

山梨県バドミントン協会S23. 3 .30

北海道バドミントン協会S23． 4 . 1

岩手県バドミントン協会S23.4 . 1

千葉県バドミントン協会S23. 4 . 1

岐阜県バドミントン協会S23.4. 1

三重県バドミントン協会S23.4 . 1

宮城県バドミントン協会S23. 6 .5

長野県バドミントン協会S23. 6 . 10

広島県バドミントン協会S23. 10. 1

岡山県バドミントン協会S23． 12. 1 1
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1949年（昭和24年）

●日本体育協会へ正式加盟S24.11､23

●国体（第4回東京）の公開競技となる。

●初の全国総会を開催（於横浜）

●24年度役員

会 長／山田文雄

副会長／白石兼作、松葉徳三郎

理事長／角田賢三

常務理事／廣田兼敏、安村正和

兵藤昌彦、猪俣基次

財務理事／宮岡謙次

監 事／仲地幹雄、金 貞雄

理 事／林 薫、畑野大三

川ロ 情、石渡俊一

川崎策実

顧 問／平沼亮三、東 俊郎

清瀬三郎、R.Lダーキン

参 与／栗本義彦、白山源三郎

柳田 享、布能由雄

秦孝次郎、本島 童

杉山ハリス、黒田龍馬

織田幹雄、G･ジョルゲンソン、

ハラム

※日本協会事務所東京・神田YMCA/､

一崖蔑三

＝自震マ ヘ輔

●支部協会の創立

新潟県バドミントン協会

山形県バドミントン協会

富山県バドミントン協会

滋賀県バドミントン協会

長崎県バドミントン協会

高知県バドミントン協会

群馬県バドミントン協会

島根県バドミントン協会

和歌山県バドミントン協会

S24．4. 1

S24.4 . 1

S24.4 . 1

S24. 4. 1

S24.4. 1

S24．5 ． 5

S24. 9 . 18

S24.12.20

S24. 12.21

第4回国体プログラム

I
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1949年（昭和24年）

バドミントン試合規則集
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一

1950年（昭和25年）

●国体（第5回愛知）正式種目となる

●秩父宮殿下賜杯

第1回全日本学生選手権大会開催

●全日本学生蓮弱設立

初代会長奥井復太郎氏（塵應蓑塾大学学長）

初代委員長中野博吉氏（法大）

●全国高校体育連盟（バドミントン専門部）設立

初代部長柳一夫氏

初代副部長伊沢三郎氏

●シヤトルコツク公認制度設定

（海第1回検定S26. 1 .20)

●協会機関誌「JBA」創刊

●25年度役員

会 長／山田文雄

副会長／広田兼敏、松葉徳三郎

理事長／角田賢三

常務理事／兵藤二彦、今井 先

猪俣呈次、伊澤三郎

川口 清、森 友甫

諸岡良幸、村上忠治

六角 勉、岡 淳一

鬼塚 登、鈴木芳久

安村正和

監 事／宮岡謙次

顧 問／平沼完三、東 俊郎

清瀬三郎、R.Lダーギン

参 与／布能由雄、ハラム

G･ジヨルゲンソン、

黒田龍馬、織田幹雄

白石謙作、白山源三郎

杉山ハリス、柳田 ＝

●支部協会の創立

吉森県バドミントン協会S25. 1 . 15

秋田県バドミントン協会S25. 1 .25

京都府バドミントン協会S25.4. 1

山口県バドミントン協会S25.4 . 1

愛媛県バドミントン協会S25.4 . 1

大分県バドミントン協会S25.4. 1

兵庫県バドミントン協会S25. 7 ．30

奈良県バドミントン協会S25. 10.8
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1950年（昭和25年）

●昭和24年度全日本ランキング発表

（協会初の全日本ランキング）

男子シングル

(1)岡淳一(ナルト） (2)広田敏秀(慶應大学） (3)佐藤保(北海道） （4）

藤井光男（慶應大学） (5)イスマエル（慶應大学） (6)波多野靖弥（金

沢倶） (7)高井敬男（長崎） (8)小宮淳宏（慶應大学） (9)三浦比佐志

（金沢倶） （10)村上三郎（北海道）
男子ダブルス

(1)岡淳一･相馬万吉（ナルト） (2)藤井光男･広田敏秀（慶應大学） （3）

小宮淳宏･イスマエル（慶應大学） (4)佐藤保･村上三郎（北海道） （5）

波多野靖弥・三浦比佐志（金沢倶）

女子シングル

(1)吉田とよ子（神奈川） (2)吉沢千里（中日重工） (3)遠藤文子（神奈

川） (4)貝原マサエ（金沢倶） (5)堀江綾子（中日重工） (6)栗原澄子

（北海道） (7)保田久子（愛知トヨタ） (8)片岡京子（北海道） (9)伊

藤絹子（北海道) (10)沢田順子（金沢泉丘高）

女子ダブルス

(1)吉田とよ子･田村知江子（神奈川） (2)遠藤文子･小林歌子（神奈川）

(3)貝原マサエ･林貝子（金沢倶） (4)栗原澄子･佐賀信子（北海道） （5）

吉沢千里・後藤範子（中日重工）

ジュニア男子シングル

(1)石田裕（北海道） (2)松本武道（ナルト） (3)野口勇（愛知高） （4）

神山周二（北海道） (5)藤井昂一（関東学） (6)小宮章敬(横浜Y) (7)

岡道明（関東学） (8)吉原秀雄（関東学） (9)酒井忠治（岐阜高） （10）

相川＋一郎（聖学院）

ジュニア男子ダブルス

(1)岡道明･村松弘言（関東学） (2)石田裕･野口俊二郎（北海道） （3）

川瀬治美・野口勇（愛知） (4)小宮菫敬・有馬英三（横浜Y) (5)大友

佐泰・紙尾健二（金沢倶）

ミックス

(| ）山田康久･田村知江子（東京） (2)爪長憲一･沢田||頂子（愛知） （3）

奥本暁・保田久子（愛知）

ベテランシングル

(1)奈良岡健三（北大） (2)水谷国広（中日菫工） (3)広田兼敏（横浜Y)

ベテランダブルス

(| )広田兼敏･兵藤昌彦（横浜Y) (2)奈良岡健三･田中荘三郎（北海道）

(3)松田竜一・竹内博之（金沢医大）

ア

， ’

IBD

ｲ

I

剣
王
渥
“

ん

一

画

u ’j1

．3占儲
に
町
駒

占
珊
■
晦

酉
◆
●
。
●
″

#．
｡イ
ム

食

L あ L酔
蘭､.v＝ 咄

=,, 1950

恥
四
一

４
口

■

上

ｒＩ

ｌ

ｉ

ｌ
４

’
制
’
’
１
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ

-m
一一一 －－

■
Ｂ
■
日
日
■
７
１
１
阜
紳
１
０
１
１
‐
‐
Ｉ
！
Ｉ
‐
Ｉ
』
０
０
１
．
ｆ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ⅱ
！
■

腱 ★子ダブルス
I0

鷺胤”
難:‘ '‐

会燭|懲溌W獺：0

1
1納三合咽新竪町'1,串校

識
猟
蝿

’
1 1

ﾘI垂
Ｈ
ｒ

）

主佃日本,rド〔ﾝﾄ ﾝ樫会･全園I嚇佼体γ『連回
り

主膏石川藤パドiﾝﾄﾝ笛全･石川螺高校体育連盟

碗

後 擾

塵 石川邸･金沢11丁 ･ｲjll l腿体冑協全

禰川風牡河餐口金･征I】新Ⅲ10上

I

６

１

１

凸

１

日

ｌ

ｌ

ｌ

ｂ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

旧

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

■

■

■

且

.

」好、
子､

L_&塁堂

’
－19－

ー

偽:』鋤,盤…



1951年（昭和26年）

●高松宮殿下・同妃殿下賜杯

第1回全国高校選手権開催於種浜市琴25年度

●第2回全国高校選手権開催辰札幌市 ：巽26年度

●第1回全日本大学選手権開催

（第2回全日本学生と併催）

●機関誌「JBA」改め「NBA」創刊

●第1回日本スポーツ責候補に岡淳一氏（ナルトスポーツ)圏

会より推薦される。

●支部協会の創立

佐賀県バドミントン協会 S26. 4 . 1

第1回全日本学生・国民体育館・神田

－20－
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1952年（昭和27年）

●労働大臣杯

第1回全日本実業団選手権開催於東京都

●IBF(国際バドミントン連盟）への加盟承認される

●第2回トマス杯開催年

●公認審判員資格審査規定化成る

●第2回日本スポーツ賞候補： 広田敏秀（慶應義塾大学）

1， ． 一面．

,~手~_‐ ／｡

●支部協会の創立

埼玉県バドミントン協会

栃木県バドミントン協会 １

１
２

４
７

７
７

２
２

Ｓ
Ｓ

宮城国体試合風景
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1953年（昭和28年）

●第3回日本スポーツ責候補： イ左舜保（北海道電力）

●日本協会事務所東京YMCAから岸記念体育館

(お茶の水）へ

’●支部協会の創立

茨城県バドミントン協会

静岡県バドミントン協会
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1954年（昭和29年）

●第3回トマス杯アジア地区予選（初参加） 於香港

日本代表選手団

団長／角田賢三

監督／川口 清

選手／主将岡 道明（慶應大）

佐藤芳朗（立教大）

望月文雄（立教大）

杉田 博（横国大）

上田益弘（同志社大）

武田一徳（関西学大）

●第4回日本スポーツ賞候補：立教大学チーム
（監督川端昇市）

北海道国体札幌伏見高校

〈海外〉

●第3回トマス杯アジア地区予選

第1日日本0 （単0-2複0-2）

第2日日本3 （単3-0複0-2）

対戦成績日本3 （単3-2複0-4）
※日本インターゾーン出場ならず

4香港

2香港

6香港

●支部協会創立

熊本県バドミントン協会

扁取県バドミントン協会

S29. 4 ． 1

S29． 7 . 10

昭和29年1 1月7日午前0時、塔乗直前の選手団。
左から角田団長、川口監督、武田、上田、岡、佐藤、望月、杉田の各選手

全日本選手権大会(東京）
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京
（
１
閃
半
優
喪
園
）
▽
■
球
争
日

本
予
曲
■
三
日
（
叩
時
卜
寄
嘩
小
路
ほ
↑

か
）
▽
砿
式
野
球
六
大
学
リ
ー
グ

（
叩
時
斬
自
日
生
）
▽
女
子
野
球
（
”
時

川
崎
）
▽
■
馬
東
京
用
大
日
（
川
時
府

中
）

↑ 毎日新間より
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1955年～1964年

昭和30年代
総生から発展躍進への足桂卜りをつけた昭和20年代

から昭和30年代に入ると、 8召和31年には後年制定さ

れる「本田寅」の本田弘敵氏が山田文雄会長の後を

継いで第3代会長に就任する。そして、本田会長のも

と、協会40年の歴史の中でこの10年間のわが国バド

ミントン界は、組織競技面で、国際舞台を視野に入

れた活動を行うのが、なんと三っても特筆されるべ

き事柄である。

この国際化への動きは、昭和31年に当時の世界選

手権（トマス杯）保持国マラヤより2選手を招き、

技術の吸収を計ることから始まり、第15回全日本学

生選手権大会には陸扁に替え世界の使用球である水

鳥球の導入を定めた活気的出来＝を生み、国際大会

へは昭和29年第3回トマス杯初出場の勢いに乗って

第4回に続く第6回のトマス杯で、わが国初のイン

ターゾーン出場を果し、 しかも東京を会場にこの男

子（団体）世界選手権大会を開催するに至るのであ
る。

また、第3回アジア競技大会（東京大会）に続き

第4回大会への出場と、国際大会への参加は益々積

極化してゆくのであるが、当時世界最高の権威を誇

り実質個人の世界選手権と目された全英選手権（第

53回）大会に日本選手として初めて小宮好雄選手が

独り参加、男子シングルスベスト8入りという'|央挙
を果たしたのもこの昭和30年代の出来事である。

こうした気運の内に、B召和40年には第4回ユーバー

杯（女子〔団体〕世界選手権）アジアゾーンに初出

場し、これが日本女子の第一期黄金B寺代の幕開けと

なるのである。

一方、国内的には全日本実業団連盟と全日本教職

員連盟が創立され益々競技界の充実化が進んで行っ

た。

Ｉ
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1955年（昭和30年）

●第3回トマス杯開催年

※この回より新たに豪亜ゾーンが加わり、アジア、アメリ

カ、 ヨーロッパと4ゾーンとなる。

（日本は前年アジアゾーン予選に初出場、 2回戦で敗退した

ためインターゾーンに出場ならず）

●第5回スポーツ賞候補：佐藤芳朗（立教大学）

●支部協会の創立

徳島県バドミントン協会

鹿児島県バドミントン協会

４
８

０
０

３
３

Ｓ
Ｓ

一
◇
域
八
函
全
日
本
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
金

一
厘
墜
日
・
・
Ａ
Ｍ
畳
松
巾
一

豆
雌
狂
嘔
炊
圃

］
（
繋
川
）
Ｚ
ｌ
ｌ
０
尻
一
神
奈
叫
一

一
Ｖ
哩
喉
小
小
峪
画

一
帳
群
霊

ｖ
少
年
卓
決
瞬

水
箕
噸
点
）
ど
’
１
０
俄
輿
斬
ｇ

▽
少
玄
早
決
閲

一
唯
蝿
輻
酎
岬
岫
』
Ｉ
ｌ
Ｏ
光
本
（
岡
山
）

献
寧
ｌ
龍
（
埋

▽
岨
合
似
閥

郵誕媚）２１１０埋卵（訓）▽牡年単決囲

小
叫
舞
知
）
２
－
１
Ｏ
今
井
（
栗
京
）

ｖ
肯
牢
宜
決
圃

峅
溌
－
２
１
０
》
噸
垂
一

》
蝿
諏
１
０
遜
麹

▽咽鋪ｖ
Ⅱ
甲
疲
択
砺

搾
縛
‐
・
獣
一
一

謎
鎚
ｉ
錨
訟
一

毎日新聞より
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